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２．２施工性試験確認 

 事前に模擬管路への工法毎の施工計画書（仕様書）等を提出し，立会者が施工システム

の確認を管理項目毎に実施して記録した。耐内水圧性能の確認は，各工法の施工後に各申

請圧力で内水圧試験を実施した。出来形等計測は，立会者および公的試験機関により，更

生管厚計測，屈曲部の隙間計測，曲管部のシワの発生状況観察，継手部隙間の更生管厚計

測，管ズレ・段差部の更生管厚計測，その他異常の有無の確認を行うと共に，採取した更

生管の物性検査(曲げ，引張試験）を上記試験機関で実施した。 

３．試験結果 

３．１管路更生工法の性能照査における試験方法の確認 

実施した各種試験結果のうち，曲管の背面部の計測値例をTable.2に示す。 

Table.2 更生管隙間計測結果  

Gap measurement result of the rehabilitation method 

 

更生管含浸基材種別 

隙間高さ（mm） 22.5度曲管背面長(mm) 90度曲管背面長(mm)

最小値 最大値 最小値 最大値 最小値 最大値 

フェルト ８ ３３ ２４４ ３４２ ３９２ ５９０

ガラスクロス ２ ２３ ８８ ３６５ １４３ ３３２

ガラスクロス＋フェルト ２ ３０ １９６ ４６５ １２４ ３００

ガラスマット＋フェルト ４ ３１ １９２ ４４８ １４１ ３６７

 

いずれの更生基材においても大小の差はあるが，曲管背面に隙間を生じることが判明し

た。一部の工法は硬化性樹脂によって隙間が満たされていたが，空間もあった。 

３．２ 管路更生工法（単独管）の施工管理・品質管理基準の検討 

試験結果を踏まえて施工管理マニュアル（案）を策定。単独管更生工法の共通部分と工

法独自の部分に分けて品質管理，施工管理，出来形管理について規定し，提案した。  

Table.3 にその概要の一部を示す。  

Table.3 施工管理マニュアル（案）  

The proposal of a construction management manual 

種別 管理項目 管理内容 

施工 

管理 

施工手順 1)施工前現場実測工 2)施工前管路内調査工 

3)事前処理工  4)施工前管路内洗浄工 5)更生材挿入工 6)硬
化工/加熱･拡径工 7)冷却工 8)端部処理工 

施工管理 

手法 

熱・光硬化タイプ ・反転時および拡径時の圧力管理 

・硬化時の圧力管理・硬化時の電源管理 

・硬化温度管理および硬化時間管理・冷却養生時間管理 

熱形成タイプ ・蒸気加熱時の温度管理および圧力管理 

・拡径，冷却時の温度管理および圧力管理 

管口仕上げ（共通） 自然流下と内圧管路に分けて規定 

４．おわりに 

 本試験で判明した曲管部の隙間部に生じる影響を考慮した設計と施工管理に関する検討

は未実施。今後の課題として取り組みたい。なお，本試験は官民連携新技術開発事業「管

路更生工法の性能規定化における照査技術の開発」の研究成果の一部である。  
参考文献１）農業水利施設の機能保全の手引き「パイプライン」平成２１年８月  
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